
13:35～14:20　基調講演　住吉 廣行氏（松本大学副学長）

16:30～17:30　情報交換会　会費1,500円

14:30～16:20　 分科会　※各分科会の定員は20名程度
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「ありたい姿」を考えよう！

金
13:30～17:30

対象者

大学教育における「コミュニティとの連携構築」の重要性
　～成功に導くポイントと教職員の役割～

13:30～13:35　開会挨拶　笠井 高芳（大阪大谷大学学長）

～元気な大学・元気な職員の実践事例を参考に～

文部科学省　平成 20 年度戦略的大学連携支援事業選定プロジェクト
実践力のある地域人材の輩出～大学連携キャリアセンターを核にして～

桃山学院大学・大阪府立大学・大阪大谷大学・帝塚山学院大学・羽衣国際大学・プール学院大学

Staff
Development 

南大阪地域大学コンソーシアム会員参加大学の職員全般　80名程度

昭和55年3月九州大学大学院理学研究科博士課程修了。東京大学原子研究所研究員などを経て、
昭和61年4月松商学園短期大学専任講師。助教授、教授を経て、平成5年4月松商学園短期大学経
営情報学科長。平成16年4月松本大学副学長、平成20年4月から学長代行も兼任、現在に至る。

学生が輝くオープンキャンパス
　安田女子大学入試広報部入試広報課　本田 幸子 氏

分科会1
学生支援

大学教育をともに創るSDの実践
　名城大学大学教育開発センター　神保 啓子 氏

分科会2
教　務

教育改革のための外部資金獲得
　日本福祉大学大学事務局長 兼 教育開発部長　斎藤 真左樹 氏

分科会3
外部資金獲得

学生とともに行う大学広報の工夫　取り組み事例紹介
　－小さな鼓動をゆっくり育みたい－

　沖縄国際大学総務部広報企画課長　上原 靖 氏

分科会4
広報・地域貢献

〒591-8025　堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター1F
南大阪地域大学コンソーシアム事務局内
TEL：072-258-7646　FAX：072-258-7641　Email：renkei@osaka-unicon.org
http://www.renkei-osaka.jp/

大学連携取組事務局

大阪大谷大学　カトレアホール
近鉄長野線「滝谷不動」駅から徒歩7分
大阪府富田林市錦織北3-11-1
TEL : 0721-24-0381

第2回　SD合同セミナー　開催にあたりご挨拶申し上げます。

昨年12月19日に続く、第2回SD合同セミナーを大阪大谷大学で開催することに

なりました。先般「大学ランキング2010（週刊朝日進学MOOK）」に、“大学の

「職員力」”という特集が掲載されました。第1回セミナーでも名前のあがってお

りました“先行大学”が上位を占めております。また、複数の大学が募集停止に

至ったというニュースも流れ、関係者に一層の自助努力が求められています。そう

した中、“中小規模の大学の事例に絞って”ノウハウを共有しようという企画で進

めてまいりました。1大学単独で実施するのは困難な内容です。ぜひともこの機会

を活用いただき、自分の大学に持ち帰っていただけますことを念願しております。

SD委員会委員長　大倉孝昭

総合司会　広谷 利之（大阪大谷大学）



主催：桃山学院大学・大阪府立大学・大阪大谷大学・帝塚山学院大学・羽衣国際大学・プール学院大学

協力：特定非営利活動法人南大阪地域大学コンソーシアム

大学連携取組事務局
TEL：072-258-7646　FAX：072-258-7641　Email：renkei@osaka-unicon.org
〒591-8025　堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター1F
　　　　　　　 南大阪地域大学コンソーシアム事務局内

【申込・問合先】

分科会テーマ一覧

昭和60年、信州大学人文学部人文学科（心理学専攻）卒業。同大卒業後、旅行会社、情
報システム開発会社を経て、平成4年、日本福祉大学に勤務。ネットワーク管理課長、企
画課長、学事課長、学務部次長などを経て、現在は、教育開発部長、大学事務局長、執行
役員（大学経営事務担当）を務める。同大学で選定されたほとんどのGP申請にかかわる

分科会3　外部資金獲得

教育改革のための外部資金獲得

日本福祉大学大学事務局長 兼 教育開発部長 斎藤 真左樹氏

1-114教室

1998年、安田女子大学に事務職員として入職。
1998年4月～教務部教務課、2000年4月～事務部庶務課（学長秘書）、2006年4月
～入試広報部入試広報課、現在に至る。
2004年大学コンソーシアム京都でキャリアカウンセラー研修受講、2004年CDA
（キャリア・ディベロップメント・アドバイザー）取得。
教育ネットワーク中国研修委員、大学行政管理学会会員、日本キャリア開発協会会員。

分科会1　学生支援

学生が輝くオープンキャンパス

安田女子大学入試広報部入試広報課 本田 幸子氏

本学は中四国36大学中、最も低い中退率を誇り、また2007年ベネッ

セによる学生満足度調査全国第5位にランクインしました。

学生が充実した生活を送るために私たち職員は様々な仕掛け作りをし

ています。

具体的な例としては、学生募集に大きな影響を与えるオープンキャン

パスに本学は全学をあげて取り組み、在学生が主役として輝けるよう

にマネージメントしています。

学生主役のオープンキャンパスを運営するために、どのように教員と

協同し工夫しているのか、また職員が課を超えて協力する体制作りに

ついても紹介し、みなさまとその他の事例についても考えてみたいと

思います。

1964年1月沖縄生まれ。1987年4月、沖縄国際大学事務職員に採用される。教学部
学務課、図書館、事務局庶務課、事務局会計課等を経て、事務局広報課に配属される。
2009年4月、事務組織改編に伴い、総務部広報企画課に配置換え。課長として、大学
広報、公開講座、公式ウェブサイト管理運営の業務を行っている。

学生とともに行う大学広報の工夫　取り組み
事例紹介 　－小さな鼓動をゆっくり育みたい－

沖縄国際大学総務部広報企画課長 上原 靖氏

2002年名城大学に勤務。教務課、大学教育開発センター、学務センター（教職・学芸
員担当）を経て、現在、大学教育開発センターでFD（ファカルティ・ディベロップメ
ント）、入学前教育、リメディアル教育などの仕事を通して大学教育に携わる。この
間、2006年名城大学大学・学校づくり研究科に入学、2008年3月修了。

大学教育をともに創るSDの実践

名城大学大学教育開発センター 神保 啓子氏

1-112教室 1-113教室

大学職員になって7年間、名城大学のFD（ファカルティ・ディベロッ

プメント）をはじめとする大学教育の課題に、教員・職員とともに取

り組んできました。今回は、教務の中でも、FDや入学前教育などの

仕事を通して大学教育に関わってきた経験を中心に話したいと思いま

す。これまで、大学教育が抱える課題解決に向けて、教員と職員が授

業や大学教育について自由に語り、実践する“場づくり”について考

えてきました。そこで、“場づくり”の実現のために心がけてきたこ

と、積み重ねてきた実践、そして、実践のために活用してきた方法論

について報告したいと思います。みなさまのご経験と照らし合わせな

がら、これからの大学教育をともに創るSDの実践について、一緒に

考えていければと思います。

分科会2　教務

分科会4　広報・地域貢献 1-115教室

文部科学省は 2003年度より「特色GP」を皮切りに、大学の教育改革

に関連した「採択制競争的資金」を導入し、現在では様々な補助金対象

のプログラムが用意されている。しかし本来この競争的資金の導入は

大学に序列化をつけるものではなく、また外部資金の獲得そのものが目

的化されるべきものでもない。「Good Practice」として採択されるこ

と自体を目的として「絵にかいた餅」を企画すべきものでもない。日本

福祉大学は2003年度以降、一連のGPなどの競争的資金獲得に積極的

にチャレンジし、昨年度まで12 本のプログラムの採択を受けてきた。

その最大の目的は「教育改革」にある。事務局職員が大学の構成員とし

て教育改革等にどのような意識を持って関わり、競争的資金獲得まで

のプロセスの中でどのような役割を果たすべきなのか、いくつかの本

学の採択事例をもとに紹介する。また競争的資金獲得のための申請書

作成、面接審査対策などのコツ・ツボなどについてもあわせて紹介する。

2007年9月に同タイトルで行った大学行政管理学会での講演をベー
スとして、その後の大学広報活動に関する工夫について、事例紹介を
行います。
紹介する内容は、皆さんの大学でも行っているありふれた活動かもし
れませんが、私の大学では初めての試みなども多く、試行錯誤を繰り
返しながら取り組んでいる現状を報告します。
紹介予定の主な内容
　1．コミュニティFMラジオ情報番組制作
　2．「DREAM DESIGN」プロジェクト事業
　3．オープンキャンパス取り組み事例
「学生の顔が見える大学広報が大学を元気にする」ということをテー
マとして、学生とともに行っている大学広報活動に関する工夫につい
て、数項目の取り組みについて事例報告を行います。また、活動を
行った結果どのような効果が出てきているのかについて、お話をして
いきたいと考えています。
また、取り組みの際の留意点について、そのポイントについて、お話
しできればと思っています。

●基調講演

●分科会

eラーニング
用に

それぞれDV
D化されます

【ファシリテーター】　桃山学院大学　井峯 武 【ファシリテーター】　プール学院大学　楠原 博次

【ファシリテーター】　羽衣国際大学　清水 明男 【ファシリテーター】　大阪府立大学　藤井 孝良
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